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東 シナ海周辺の女神信仰 という視点

野 村 伸 一

 今 日，東アジアにおいて民俗の世界は急速度の近代化 とともに，衰退 していくかにみえ

る。けれども，ほんとうに衰退 してい くばか りなのか，これは可能性を秘めた世界なのか

どうか，そこから何か新 しい視点が開けるのか。こうしたことを考えるとき，わた しには

女性の祭祀と女神信仰ということがかな り可能性を秘めているのではないかという予測が

ある。そこで，福建省や台湾，日本の南島，韓国南部および済州島などの研究者とともに，

それぞれの地域 ごとに積み重ねられた資料，知見を持ち寄 り，これをひとつにまとめあげ

ようとして研究会を発足させた。

 とはいえ，現在，東アジア全体を一目でみる準備は整っていないので，とりあえずは東

シナ海周辺の民俗文化を取 り上げることにした。そしてあらかじめいうと，この地域では

とりわけ女性の祭祀活動 と女神信仰が顕著なのだが，にもかかわらず，それがこの地域の

民俗世界の性格を考える際に主要な課題 となるという視点や取 り組みがほとんどない1)。

まずは，このことの意味から考えなければなるまい。

0.東 シナ海周辺 の女神信仰 とは何 か

 東シナ海周辺の.女神信仰とは何か。

 この課題にこたえる前提 として掲げておきたいのは，東アジアの民俗世界はふたつの文

化現象によって，もっとも特徴づけられるということである。ひとつは巫俗信仰2)であり，

もうひとつはそこか ら産み出された芸能的な表現3)である。そして，このふたつは衣食住

や，冠婚葬祭，あるいは宗族をはじめ とした親族制度などの研究においても，必ず出会う

ものであ り4)，逆にいうと，これ らを除いては民俗世界は結局よくわからないのではない

かということなのである。

 ところで，なぜ巫俗信仰と芸能的な表現が息長 く維持され，一部には復活さえしている
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のか。これは何が支えてきたのか。ここから先になると，いろいろな視点が必要 となる。

わた しの考えでは東アジア，特に東シナ海周辺の地における女神信仰の伝統 にこそ根が

あった。

1. は じめの女神 とその系譜

 1.1. 天地 を創 る女神

 東アジアには原初の偉大なる女神が広 く信 じられていたことが近年わかってきた。中国

雲南の景頗族は人類のはじめの母となった太陽の女神を崇拝する5)。個族の創生神話 『カ

マンペンタオシチャ』に現れる太陽女神サテェンパ， 壮 族のムロチャ，プヌン族の ミロ

ト， 水 族のヤウなどもやは りはじめの女神 といえる。たとえば，サテェンパはもっとも

根源的な 「始祖母神」であ り，天地，多 くの神々，人間の始祖ソンウェンとソンサンを生

む。それは 「徹底して生み育ててくれる創世の神」である6)。

 また福建には太姥山(大 母山)の 女神がいる。太姥lhは 福建の北部沿岸地帯にあるもの

が今日，よく知られているが，それだけではなく，滝州にもあり，またその南の金門島に

もあった。福建では武夷山の 「太姥魏真人」をはじめとして，各地に 「太姥」の伝説があ

る。

 潼州の海澄県では太姥山または大武山，太武ll亅という。この山には大武夫人壇がある。

この女神は閲にまだ人が住んでいなかったとき，はじめて土地を拓 き民を居まわせた。そ

してまた，この山は旧くは大母山ともいい，当地の人びとはこの女神を 「八閲人祖」 とよ

んだ。7)。太姥Illの女神は漢の時代にすでに神仙術の影響をかな り被っていて，この女神

は九色の竜に乗って仙去 したなどといい，さなが ら女の神仙のような姿にもなっていくが，

おそらく，もとは原初の女神だったとおもわれる。

 原初の女神は琉球ではたとえば，宮古島狩俣のテダナフラ真主8)，また久高島のアマ ミ

ヤ9)として知 られている。そこでは，男神 との対が一般 的にかたられるが，女神の優位を

示唆する伝承もみ られる10)。

 原初の女神は朝鮮の南部でも知られていた。済州島には漢拏山を枕にして寝るソルムン

デハルマンという巨大な女神がいて，済州島のオルム(小 火山)を 作った。また，慶尚南

道密陽郡三浪津邑のマゴハルミは山を背負い岩にまたが り小便をする巨大な女であった。

全羅北道辺山半島の格浦にまつられる水聖堂のケヤンハルミも同類である。この女神は西

海の守護神で，背丈が大きく，ぽっくりを履いて水深をはか り漁夫に知らせて風浪を防い
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であげるという。

 こうしたはじめの巨大な女神はやがて，山の聖なる女神としてまつられるにいたった。

全羅南道には智異山の聖母がいて，これは八道ムーダンの祖になったともいい，また高麗

の太祖王建の母だという伝説もある。さらに，また 『三国遺事』にかたられる仙桃山の聖

母は中国帝室之女で名は婆蘇といい，辰韓にやってきて聖子を生み，それが東国の最初の

王となったという11)。この聖母という呼称は中国南部で臨水夫人を通天聖母とか川頁天聖母

といい，また媽祖を天后聖母というのと同じ発想に基づ くものであろう。それはすでに天

帝あるいは男性 を象徴する天に対するものとして用いられていて，原初の偉大なる女神の

面影はないが，なお，十分大 きな女神ではあった。

 なお，福建や朝鮮では，こうした女神のほかに口碑伝承や小説のなかで女の将軍，英雄

の話が多いのも儒教イデオロギーの支配する社会のなかではやはり特筆すべきことで，こ

れははじめの女神に由来するものであろう。一方，日本では，古代伝承のなかの神功皇后

がこうした類いの女神としてはもっともよく知られているが，近年，それとは別の位相に

あった北九州の聖母の存在が改めて注目されている12)。それは神功皇后伝承を支えるかた

ちで女神崇拝の観念が広 くfl本にも存在 していたことを示唆するものであるia)。

 以 ヒのことから，さしあた りこういってお く，はじめの偉大なる女神はそれこそ宇宙か

らは じめて人間世界のあらゆるものを創ったのだが，やがて，それは山の女神として認識

されるようになった。このばあいの山の女神とは動物の主であり，また樹木の主であり，

そしてまた山のモノたち(精 霊)の 主でもあった。それはかつてネリー ・ナウマンが 『山

の神』のなかで説いたとおりである19)。このことの意味はのちにもう一・度まとめのところ

で一考える。

 1.2. 臨水夫人陳靖姑 その他

 福建省の中部から東部，北部にかけて臨水夫人陳靖姑という女神が広 く多様にまつられ

ている。伝承によれば，陳靖姑は唐の大歴二年(767)に 古田で生 まれ，劉杞に嫁いで24

歳のとき，懐妊中に人びとのために雨乞いをして死んだ。生前，子供のときからカミに通

じて不思議な力を発揮 していたが，死後にその霊魂がさまざまな活躍をし，とくに難産の

女性 を助け子供の生育に加護を与えた15)。これが原型のようで，のちには地域の守護神の

ようなカミとなっていく。

 宋代の 『建寧府志』によると，あるイエの妊娠 したむすめが17ヶ 月ものあいだ子を産

むことができなかった。ある女が きて，それを助けて産ませたところ蛇が生まれた。この
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蛇は退治され，むすめのイエでは女に感謝 した。その女は実は占田の陳夫人廟にまつられ

る女神であった。これは13世 紀に実在 した官僚徐清叟のむすめに関する話 ということに

なっている。徐清叟は稿州や建寧の知事の仕事を歴任した人で，臨水廟の霊験を朝廷に知

らせ，それによりこの廟は朝廷から順懿の号を賜ったという1(i)。

 臨水夫人の伝承は，明代に大いに発展 した。この時代になると，単なる安産のカミでは

なくなる。それは，道術に通 じて自蛇を王の周辺から駆除し，また占田の自蛇洞に蛇を封

じ込めた女神 ということにもなる(『晋安逸志』)。そして生前，中央から川頁懿夫人という

号を授かり，さらにのちには神仙として海rに 隠居するなどという伝承も生 じる17)。

 さらに，福建では陳靖姑だけではな く，その他に も福建東部お よび北部の馬五娘(馬

仙)， あるいは虎を押 し伏せた虎婆妨江夫人(天 然痘か ら守ってくれるカミ)，また陳靖姑

の部 ドの三十六宮女神などもそれぞれに個性のある女神である。ちなみに明末清初に日本

の琉球から福建にはいってまつられた女神に蔡姑婆というのもいる0こ の女神の話は 『閲

都別記』に出ているが，媽祖.と同じように元神を出して難船を救おうとしたこと，海一Lで

臨水夫人にあって弟子入りしたことがかたられている。要するに琉球の女が中国福建には

いって.女神としてまつ られている18)。

 以 ヒのことをみると，女神を受け入れる構造があったということがいえよう。従ってい

くらで も女神は生産され得た。そ して，いうまでもなく，こうした女神のひとりとして世

にもっとも名高 くなったのがffii田地区淵洲島の媽祖なのである。媽祖は10世 紀後半，北

宋のはじめごろか らまつられだした海辺の小 さな女神であったが，1123年 ，宋が高麗へ

送った使節 一行の航海を助けてから一・躍名を挙げ，以後，幾度も号を賜っている。この間

のことは，日本でもかな り知られている19；ので，あらためて説明する必要はないだろう。

 こうした，宋代からはじまって明清で大いに発展した中国南部の女神信仰20)は日本や朝

鮮において，個別的に伝わ り展開することはなかったが，「聖母」として発展 した可能性

が高い。しか し，より重要なのは，中国において も，そもそ もこれ らの人格神の発展が

「はじめの女神」の文化的な流れの上にあったということである2D。 同じことは，やはり，

朝鮮や 日本においてもいえるだろう。モンゴルの強力な軍事力に蹂躙されるなかで，朝鮮

や凵本の中世に聖母が突然，浮上 したのではなく，おそらくそうした危機的な状況を前に

女神をまつることが くり返しおこなわれていたのであろう。つまりこれらの地にもはじめ

の女神の信仰が生きていたと考えるのである。

 そこで，問題は次のようになる。いったい，この地域では，女神をめぐって，どのよう

なかたちの祭祀活動がみ られたのか，何がそれを促 したのか。わたしの考えではそれは
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「女性 の 力 」 に よ る。 た だ ， あ らか じめ い う と， そ れ は， 必 ず し も女 性 の 霊 力 の 強 調 で は

な い。 そ れ だ け な らばす で に古 来 ， 多 くの こ とが 説 か れ て い る こ とは先 に 三 品彰 英 を 挙 げ

て述 べ た とお りな の で あ る(注13参 照)。

2.女 性 の 力

 ここでは福建の女性の生活について瞥見するが，それは驚くほど朝鮮の女性の位相と重

なる。また婚姻における女性T導 のかたちはかつては日本を含めて広 くこの地域を覆って

いたことも注目される。それはいわゆる嫁入 り婚の以前のかたちとしてみるべきものであ

るし，また嫁入 りの形式が ・般化してからもなおさまざまな部面で残存していた。

 2.1. 古田の女

 閾(福 建)の 女性は古 くは 「田に下 りて労働し街を}一っては経商する」といい，その家

庭の経済f#：活における地位は高かった。従って中国北部を基にして…般 にいわれてきた

「男耕女織」だけでは，その習俗はとうてい捉えきれない22)。

 宋元のころの儒者陳普の目に映った福建め女の描写がある。すなわち，ここ古田では男

は農作業をせず，女たちは桑の栽培もせず，イエの内でも外でも男のようだ。出会った男

とは勝手に結婚をし，野Illでは好き勝手に歌をうたい，物見遊山をし，頭には花をかざし

て仲買の仕事(牙 儉)を し，城市の商売は女が制覇 している。愚夫や下働 きの男たちは頭

を下げて罵 られている23)。

 こうした，女性にとって生彩のある光景は古来の女の姿なのであろうが， もちろん儒者

たちはこれを 「わが閾はか くのごときだ」 といって嘆 く。そして，福建の女のあり方につ

いては宋代を境にかなり大きな変化があった。それはいうまでもなく朱子学の影響で女性

の社会的な活動が大幅に制限されたことを意味する。朱熹は，「諭俗文」のなかで，男女

の混雑を防ぐため，婦女が廟に出入りし進香することをやめさせた。 また，先にあげた，

朱熹の弟子陳普はいう。「女が汗を流すなどとは何 と失礼なことではなかろうか」 と。そ

して閲の女の結婚の風は改めて，古代中原の風を学ばなくてはならないという24)。

 似たようなことは，元の時代の学者李良玉 もいっている。古代福建は蛮陬の地で婚礼も

礼節をわきまえていない，雁幣なくして結婚することに応 じ，棗 と脩(干 し肉)を 識って

嫁人りすると25)。

 そして明の時代になれば，さらに烈女節婦の表彰が奨励 される。 こうして女性たちは宗
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族のなか，あるいは家内では女たちだけの空間に閉じこめられた。外出はおろか夫や舅に

も容易に会わなくなり，また貧 しいイエの女は巾を被って出かけることになる26)。いわゆ

る男女の別である。そ して明清の時代，福建の沿海と客家の地区には貞淑な女性，烈女が

特に多かったといわれている27)。この烈女の勧めの究極のかたちとしては 「搭台死節」が

ある。

 清代施鴻保の 『閲雑記』巻七には次のようにある。女のすでに字人し，不幸にして夫の

死せる者は，父母兄弟が皆 して女に自尽することを迫るとし，一事例を記す。

先の日，衆の集 う処にて高台を搭 り，素帛を懸け臨時に設祭す。女を扶け上げ，父毎

の外は，皆，台の下に拝み，女の縊 り訖えるを俟つ。乃ち鼓吹をもって尸を迎え帰 り

ぞ幽 。

 そして，女が自死を願わなければ，家人皆 してこれを詬詈 り， 羞辱，苺だ しくは従者

をして鞭撻 させる。この風は，省城はさすがに少ないけれど，郷鎮の間では儒家 といえど

もあ る。 か れ らは こ の よ う な こ と に か こつ け て旌 め られ ，[坊 を建 て る こ とを 請 い ， み肖力ち

礼 教 の家 で あ る こ とを表 そ う とす る の で あ ろ う28)。

 と こ ろが ， 一一方 ， 明 代 の 小 説 で は， 男 に結 婚 を 申 し込 み ， 男 を圧 倒 す る女 性 の 活 躍 ぶ り

が 描 か れ る。 これ は女 性 の 力 が そ の 時 代 に なお ， 実 は以 外 に大 きか った こ と を示 唆 して い

る。 た と えば ， 結 婚 の 習 俗 をみ る と， 古 来 福 建 で は 女性 の 側 か らの持 参 金 が 大 きい こ とが

llに つ く。 そ の た め ， 「女 を嫁 が す こ とに よ り貧 困 を導 致 す」 こ と は福 建 の 普 遍 的 な 問 題

で あ っ た29)。 この 習 わ しを説 明 して ，女 性 は この よ うな か た ち で財 産 を持 っ て男 の イエ に

は い っ た の だ とい う見方 が あ る。 そ して また， 福 建 の女 性 た ち は， 夫 に死 別 した と きな ど，

その 財 産 を相 続 す る こ とが で きた とい うこ と も知 られ て い る30)。

 ただし，家庭の事情で満足のい く持参金をもたせられないこともある。こんなときは，

童養婿とよばれる習わしがあって，赤児または幼い うちに結婚の約束をして男のイエに

送ってしまう。

 2.2.朝 鮮 の女

 朝鮮の女性生活史を振 り返ってみると，.1：に述べたこととかなりよく対応する。まず大

きく転換点を求めると，李氏朝鮮以前と以後に分けられる。高麗中，末期に導入された朱

子学が李氏朝鮮の国家理念となるに伴って，男女の別が説かれ，烈女，節婦の倫理規範が
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書物，碑文などを通 して強要された。

 ところが高麗時代の女性については，再婚の 自由があ り，また中国人徐兢の 『高麗図

経』の記述で知 られるように，夏，男女が水辺で沐浴 したというように性に対 しては非常

に大 らかな面があった31)。これが，朝鮮朝にはいると，再婚の禁止が当然のことのように

なり，早 くも太宗14年(1414)に は，亡夫の墓の傍 らで三年の喪を守った女性が表彰さ

れている32)。

 一方，李氏朝鮮時代の女性については表面的な抑圧にもかかわらず，古代建国神話にみ

られる，強い母親像以来の脈絡があったことも知 られている。家産の管理，財産の増殖，

田畑の管理などはもっぱら女性の仕事であ り，宗家の夫人ともなれば，たいへんな矜持を

もってこれ らの実務をこなしていた33)。

 もちろん財産の相続も16世 紀ごろまでは男女の均分相続がおこなわれていたようであ

る34)。そ して，おそ らく，こうした女性の財産権と関係があるのだろう，朝鮮でもかつて

畿湖地方(京 畿道，黄海道南部，忠清南道北部)で は厚嫁の習わ しがあった。すなわち，

 畿 湖 で は 「女 了・が 三 人 い る と， 柱 が ぐらつ く」 とい う くらい ， 女 性 は 婚 需 をみ ず か ら提

供 し， また 嫁 ぎ先 の 家 族 の 衣 服 一 揃 い を準 備 して い か な け れ ば な らな い35)。

 この風習は全羅道などにも広が りつつ現代もなお依然として残っていて，少なからぬ弊

害を生んでいるのは確かであるが，こうしたかたちで女はみずからの財産を持ち込んだと

みることもやは り可能なのである。またこれと関係して，朝鮮でもミンミョヌリ(幼 妻)

の習わしがあった。すなわち財力のない家庭では，便法として幼い女子をいちはや く結婚

させ，嫁ぎ先に送って労働させた36)。これは上にあげた童養婿と同じことであった。

 朝鮮の女性は畑仕事はもちろんのこと，黄海道や全羅道，慶尚道に伝わる農謡をみると，

水田の仕事も男たちとともにやった。そして農産物をもって物々交換することも女性が担

う地方があった。畿湖の家庭では女性が市場にでかけて物を買うことができなかったとい

うが，それは郷班階層に限られたことで，全羅道の島嶼地方の女たちなどは魚物をもって

売り歩いた37)。こうした女の行商は日本でもかつてはみられた38>。

 古代高句麗の女性たちは婚姻にあたって婿屋を設け，ここで子供を得た。そして成長し

たあとで夫はこの子供を連れて帰った。これはよく知 られているが，これと同じ位相にあ

るとおもわれることが1960年 代の江原道蔚珍地方に残っていた39)。また，結婚 したあと，

嫁を夫のイエにす ぐ連れていかず，一・年以上 ものあいだ女のイエに通うことは，解放以前
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の 時 代 に さか の ぼ る と， 慶 尚北 道 あ た りで もふ つ う にみ られ た40)。 これ は， お そ ら くか な

り広 範 にお こ なわ れ て い た で あ ろ う。 これ ら は朝 鮮 朝500年 の 朱 子 学 倫 理 を も って して も

変 更 し得 なか った ， そ れ 以 前 の 時 代 の 婚 姻 風 習 で あ った とみ られ る41)。そ れ は 東 ア ジ アで

は か つ て は け っ して特 殊 な 婚姻 で は な か っ た とい え る の で は な か ろ うか 。

3.生 育 の祈 り

 福建と朝鮮の女性の婚姻史をみていくとき，女性の もとに男が通うと否とにかかわらず，

やは り子女の存在がたいへん重要なものとなる。子供がなければ，男のイエにはいること

はやは りできなかった。ここで，女たちの独特な生命観が発展する。それは花を通 して生

命を授かるという発想で，これは今日なお，台湾，福建，済州島の民俗世界では生き生き

と伝承されている。

 3.1. 生命の花，悪の花

 束アジアの民俗世界では花の咲 く園は生命の温床であった。それは現実に，穀物が花の

のちの実 りとして得られたことと関係するのか，あるいは穀物の栽培以前に自然界の花と

人との深い結びつきがあって，それに由来したのかは，にわかに断ずることはできない。

いずれにしても，中国，朝鮮，凵本において花には根源的な生命力があった。

 始源の花ともいうべ き 「華蓋」に遡 らせれば，問題は地域的にも広がりすぎるので，そ

れはひとまず置 き42)，ここではもう少し，具体的な花からみていこう。

 媽祖の出生に花が関係 している。その出生については定かでないというべ きであるが，

明代に媽祖は観 音の生まれ変わりという伝承があ り，ここで花がかたられる。すなわち，

媽祖天妃は母陳氏が南海観音の授けた優美な花をのみこんだことで懐妊し，14ヶ 月後に

生まれた。その日が唐の天宝元年(742)3月23日 で，誕生のときの香 しい香 りは村里か

ら去らなかったという43)。

 これはもちろん仏教側が都合よく話を構 えたのであろうが，それに しても花が媒介に

なって子種が授かるというのは当時の民間信仰を基にしていたはずである。こればかりで

はなく，臨水夫人陳靖姑についても，百花橋を発見し，ここを拠 り所 としたことが述べ ら

れている。すなわち，清代の 『臨水平妖伝』によると，陳靖姑は死後に上界で百花橋をみ

いだす。そしてそこにはいっていくと，守護の武神に咎められる。 しか し，かれらは陳靖

姑の名をきくと平伏 して，「……ここは上界の百花橋でございます。下界のあ らゆる赤子
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は，すべてここより出向いて誕生いた します」 と説明 した。陳夫人は大いに喜び，「……

おふたりが我が教門に帰依なさるならば，自今，ここをわが駐泊所とし，ひとりは金盆も

て子を送る高元帥と名乗 り，ひとりは了育ての鄭大神と名乗 り，わが義妹たちと百花橋を

守られよ」と指示 した44>。

 現在，台湾の法師の儀礼では百花橋(花 機)を まもるのは花公，花婆45)の男女で，おそ

らくこのほうがもとのかたちであろう。それはともか く，上界に花咲き盛るところがあっ

て，そこがまさに人間界の生命の源ということは多 くの人びとの支持を得ていた。

 このことは済州島でもいえる。済州島には生命の花に関連するポンプリがふたつある。

ひとつは 「二公本縁譚」であ り，もうひとつは 「ハルマン本縁譚」である。二公本縁譚は

人間世界の生死の由来を花に託して説いた本縁譚である。同年同日に生まれた男女が夫婦

となり，西天花畑に花の監督官となるべ くでかけるが，夫人は身重の身で途中で歩けな く

なり，さる長者のイエに身をあずける。夫はひとり西天花畑にいき，監督官となるが，妻

は長者に苦しめられ息子を生んだあと，死んでしまう。しかし，その息子が逃げのびて父

を訪ね，父から 「滅亡悪心花」 を授か り，これを持っていって長者に復讐をする。これに

基づき，二公迎えの儀および 「滅亡悪心花折 り」の儀がおこなわれる。

 一方，ハルマン本縁譚とは仏道迎えの儀で唱えられる本縁譚である。かつてこの世の人

びとに生仏(新 しき生命)を 授ける者がなかった。玉皇上帝は東海竜王のむすめにこれを

命じたが，東海竜王のむすめは人間に生命を与えるすべ を知らず，妊娠 した母子は死んで

しまった。そこで玉皇 ヒ帝は，明鎮国のむすめにその役をまかせる。明鎮国のむすめが人

間世界にいくと，東海竜i：のむすめが生命を与え損ねて悲嘆にくれているのに出会う。そ

して東海竜王のむすめは明鎮国のむすめのやってきた理由を知ると，怒りだす。玉皇上帝

がこれを調停し，ふたりに西天西域国で花咲かせ競争をさせることにする。その結果，東

海竜王のむすめの花はしぼむ花，明鎮国のむすめの花は四万五千六百種の繁盛の花となっ

た。玉阜h帝 の裁きがくだり，明鎮国のむすめが人間に生仏を与える仏道婆さんになり，

東海竜王のむすめはあの世の婆 さんになった46)。

 これらの本縁譚では，西天花畑に花を管理する者がいること，その花畑には生命の花ば

かりか悪の花 も生えていて，それらの花がこの世の人間の生命力を左右することがかたら

れている。それは中国南部の花の観念と根柢を同じくするものである。

3.2. 祈子 の儀礼

台湾の台南市建業街臨水夫人廟では日常的に子供のための儀礼がおこなわれている。そ
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れ は祈 ム 赤 児 の病 ， 幼 児 の 健 康 回復 ， 流 産 防1.1：な どの ため の 小 法 事 で ， た いて い は二 ，

三 時 間の もの で あ る。 そ の なか に 「梗 花 楼 」 の 儀 が あ るが ， これ は次 の よ う な観 念 に基 づ

い て い る。

 すなわち，既婚の女性で子供が授からない理由は，それぞれの持つ花膿(花 園)の 養分

が足らず，花が育っていないからである。これは陰間にあるので，道士や法師，あるいは

童乱に頼んでそこまでいってもらい，それを強くさかんにしてもらう。 この儀が梗花膿で

ある47)。女性には花横があり，男性には樹機がある。女性のからだが弱ければ梗花機が，

男性のそれには梗樹横が必要である。 しか し実際には男性のための梗樹機の儀はほとんど

おこなわれない。

 この世で花を育てるには土と水が必要だが，臨水夫人は米の盆の上で花を育てたという。

それゆえ，梗花横では，米の盆の一ヒに置かれた花楼を強化 したあとで，「裁花」をおこな

う。裁花は女性のこめかみのあた りにほんとうの花をかざしてあげることで，それがすな

わち子授けの儀となる。白い花は男の子，赤い花は女の子を意味し，これを望む数だけ挿

してあげる。通常は白い花がふたつ，赤い花がひとつである48)。

 これは臨水夫人の前でおこなわれるが，臨水夫人が直接活躍する儀礼ではない。それは，

あるいはrf花橋 という花園を舞台 とした古層の祈子儀礼であったかもしれない。一方，福

建省1削刊には，臨水夫人陳靖姑が大活躍する 「北斗戯」という傀儡戯があり，今日なおさ

かんに演 じられている。

 1肴田市在住の演 じ手盾建洪氏によると，北斗戯は次のようなときにやる。すなわち，子

供の病気平癒を祈願 し，それが成就したとき，結婚式の直前as)，また，子供の誕生後一一・ヶ

月目や 一年凵の祝いに，あるいはイエを新築したときなどにもやる50)。場所は家庭あるい

は廟の前の空き地で午後の半凵ていど一・座 を招いて催すのがふつうである。

 この傀儡戯は，南斗七星，北斗七星をはじめ，さまざまな女神たちが登場 し，人間界の

者に子を授け，さらに無事に成長させるあそびであ り(図 版1)， また同時に祭儀で もあ

る。物語は，宋の太祖が子供を願 うことか らはじまる。すなわち太祖の命を受けた道十が

天に子供を懇願する。やがて，天の意を受けた臨水夫人が皇后に太子を授けてや り，次に

その太子が第 二代の塁帝として即位する。このなかで特徴的なのは女神たちの戦いである。

南斗，北斗も女神として登場 し，人間界の女神陳靖姑(図 版2)と ともに天河聖母という

悪しき女神(図 版3)と 戦 う (図版4)。 実は天河には花果または青草があ り，これが懐妊

には必要であった。陳靖姑は，この青草を皇后にもたらしてあげる。

 ここでは人間は花を通 して生命が与えられることが劇的に演 じられる。一方，生まれ落
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図 版2 11r川の 臨 水宮 に まつ られ た 陳 靖 姑 の と ころ へ ，；.帝の 臣.ド とIlrH.1の知 府 が 祈 祷

に い く旨、 太后 にrが 授 か る よ うに との こ とで あ る、.

一 「!凹田

 轟              ...槭 緲.・.結.頴   己・..       議... .「.筆璽..：广      伽L.L，..=詈.内.モ魚照                                  獅1「凝届7臨、「.炉

図版4 陳靖姑 と天河聖.母の対峙、，ここで圧伏 され るものの， 聖母の執 念はなおつづ

いて，次 には生 まれ落 ちた太fの 成 長をはばもう とす る，；
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図版s 過 橋 の あ との 「分 花 」.、.このﾎ1'1'1：は 生 命の 花 で 観 客 に も 分 け て あ げ る、、舞 台

の 袖 か ら撒 い て い る と ころ。

ち た子 の成 長 を妨 げ る の は熬 で あ り， これ を除 くに は花 の 咲 き盛 る百 花橋 を通過 す る こ と

(過 関 の 儀)が 必 要 で あ っ た 。 そ して 北 斗 戯 で は 宋 の 皇 帝 の息 子 が 即 位 す る こ とで 終 わ る

ので は な く， この 話 に ひ きつ づ い て ，現 実 の 「過橋 」 が お こな わ れ る。 舞 台 で は依 頼 者 側

の 子 供 た ちが 登場 して 「.百花橋 」 を幾 度 も通 過 す る(図 版5)(図 版s；(図 版7) 。

 この 後段 の 儀 は 明 らか に 道教 の過 関 の儀 の再 現 で あ る。 過 関 はf供 の 熬 を除 く儀 礼 で 福

建 で は さ ま ざ まな 生 育儀 礼 の な か でみ られ る。 葉 明 生 氏 は， そ の 輪 郭 は不 明 確 な こ と も多

い とい いつ つ も，北 斗 戯 の なか に は 分 官 ， 造 塔 ， 過 関， 過 橋 ， 分 花(図 版8>な どの段 落

が あ り， これ は道 教 の科 儀 の 構 成 と.一一致 す る と述 べ て い る5D。 つ ま り最 後 に カ ミゴ トが 演

じ られ て い る。

 北 斗 戯 は廟 の ソ トで の あ そ びで はあ るが ， そ れ を祭 儀 ， カ ミゴ トの な か に 引 き込 ん だ の

はや は り依 頼 者 ， と りわ け.母親 た ち の 要 求 で あ ろ う。 そ の こ との 意 味 は の ち に ま とめ の と

ころ で も う.一度.考え て み た い 。

 な お 臨 水 夫 人 に 対 して 福 建 省 の 女性 た ち は 花 を授 か る だ け で な く，神 像 の鞋 を剥 いで 持

ち 帰 り三 日後 に 返 す とか ， また 着 て い る 衣服 を脱 い で巫 に渡 して熬 を払 っ て も ら う な どの

こ と もす る。 あ る い は 伝 統 的 に は ， 妊 婦 は 臨 水 夫 人 の 神 位 や 神 像 を 自 室 に まつ り祈 念 し

たv+)

ヱ3



 これらは個々のイエでの習俗であるが，このほか，道士や紅頭法師の参与する祭儀も当

然み られる。その代表的なものは，古田臨水宮の正月の盛大な祭儀であるが，そのほかに

も正月には各地の臨水夫人廟で儀礼がおこなわれる53)。ただ，これらは女性たちの祈子の

行為をはるかに越えて，地域守護のカミに対する慶誕儀礼の趣が濃い。`

 ここで，規模の大きな祈子の儀礼としては済州島の仏道迎えをあげるべきであろうが，

これについては別に記 したものがある54)ので詳細は略したい。ただ，そこでも参席する女

たちの意向の反映というべきことが，「悪心花折 り」や 「花摘み(図 版9)」 といった儀礼

にはみられることを言い添えておく。特に，「悪心花折 り」などの儀はいわば，予想 され

る災厄を数え ヒげて折 り取る演戯を伴うもので，これは先述した過関の儀55)と対比されて

よいものだろう。

4.女 た ちの あ そ び

 今日，福建や台湾の民俗 世界をみるとき，女たちのあそびはほとんどみられない。女神

信仰がさかんで女性の祭祀世界への参加も維持 されてきたはずなのに，これはなぜなのか。

沖縄にはウスデークがあ り，朝鮮 にはカンガンスウォッレ(図 版10)56)， ノッタリパプ

キ57)，鞦韆などがある。こうしたあそびの脈絡を探るとき，それらが福建や台湾にみ られ

ないことはいささか不思議である。 もっとも，江南の社会生活では，明清以来，宗族の規

範が支配的であったのだから，女たちが集団で大っぴらにあそぶなどということができる

わけはなかったと考えれば，それも納得がいく。では，その以前はどうであったのか。

 先に占田の女をうたった宋から元のころの詩をみたが，そこから示唆されるのはかつて

は江南の女性たちもソトで大胆に歌をうたいあそんだということであろう。そこで宋代の

女性のあそびを探 ってみる必要がある。

 宋代には上元があそびの絶頂をなした。大小の都市ではまさに祝祭の雰囲気が くり広げ

られた。そこでは街路はいうまでもな く，イエごとに各種の灯が飾られ58)，そのもとで芸

能者によりさまざまな演戯が披露された。たとえば，宋の都 「東京(沖=開 封)」 では刀

を呑む者，火を吐く者，五色の水を吹 き出す子供，傀儡を遣う者がいた59)。臨安では踊 り

の群れは何 と千人にものぼった6U)。この夜はまた民間の芸能者が さまざまな演戯をみせた。

 たとえば村田楽があり， また鍾馗の仮面を着けた者による 「瞎 判官」なども登場 して

の し歩いた。なかで も 「要和尚」あるいは単に 「要」という名の寸劇はこの時代の雰囲

気をよくうかがわせる。それは月明和尚が柳翠 という女性に惑い破戒する内容61)のもので，
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の も とで 女性 た ち は跳 舞 して あ そ ん だ、.

こ れ は 月 の 生 命力 を授 か り， 生 産 をY#k

す るあ そ び と み られ る。 こ う した 女の あ

そ び はII∫くは 東 ア ジ ア にか な り広 くみ ら

れ た もの で あ る.
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この主題は朝鮮のクワンデや 凵本の猿楽にも取 り上げられた。このほか，日本の猿楽をお

もわせるものにさまざまな仮装の群れもみられた62)。ところで，こうした祝祭の夜はまた，

青年男女の 「野合」のときでもあった。沖のばあい，かれらは大胆に手をとり，肩を組み，

その数 「少なくも五千組はあった」という63)。

 以tは 宋代の上元の夜，都市の狂騒の一端である。そして，おそらく，上元には，都鄙

を問わず男も女も集団であそんだのであろう。特に女性たちの集団は豊饒への祈 りをこめ

たものか，月明か りのもとで踊 りまた男たちの集団と出会い，交歓した。こうしたことは

当然，朱子学の規範のもとで抑えられていったが，一方でそれは歳時風俗の上でかたちを

変えて残っている。

 たとえば，閲南では上元の日，過去一年以内に嫁入りしたむすめがいると軌その女性の

イエでは元宵節の前に綉球灯，蓮華灯を買い男の子に持たせて婿のイエに送る。これは早

く 「出丁する(息 子を生む)」 ようにという予祝である(方 言で灯は丁に通じる)。また，

地方によっては，未婚のむすめらはこの晩に 「紫姑迎え」64)をする。これは通称 「厠姑娘迎

え」 ともいう。何碗かの 「嫩餅菜」を食べてから，三々五々群れをなしてムラのほとり

の厠 までいき，祈 りのことばを述べる。男の子たちは常にやはり群れをなして厠のほとり

にいき，これを盗みきく65)。

 廈門でも，上元の日には廟ごとに灯を吊した。そLて 若い女性たちは灯の下を練 り歩い

て息子をこいねがった。諺に 「鈷灯脚，生男芭(灯 の足元を くぐれば，男の子が生 まれ

る)」 という。そのほか，女の子たちは葱脅偉む1が，、こうすると，将来いい婿に巡 り会え

るという66>。

 また福州の北に位置する寧徳では，上元のころ，女性たちは灯をこしらえ，聖母に供え

て子供を祈った67)。

 宋代の都ほどにぎやかではあ りえなかったが，福建でも上元の夜は一般に各種の灯で飾

られた。上杭では民国以前まで次のような光景も残っていた。すなわち 『上杭県志』によ

ると，上元の夜は，竜灯だけでな く船灯，馬灯 などもあ り，そ こには丑(道 化)と 旦

(女形)が 伴い，船公，船婆 といい，雑戯をし淫詞を唱えたりして風俗を損なうことは免

れないといい，また夜間の演唱なので 「男女雑踏 し滋事を起こしがちである」68)とされて

いる。

 以r.の 年中行事化 した閲(福 建)の 事例からいえることは，第一に，上元の夜は男女の

出会いの場でもあったこと，第二に，出会ったのちに交歓 し，子がさずかること，すなわ

ちサチ，豊饒将来が演 じられていたこと，第三に，これは一・月の満月の もとでおこなわれ
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             東シナ海周辺の一女神信仰という視点

ることに意味があったことである。ちなみに，臨水夫人陳靖姑の誕生日は正月 十五凵とさ

れ，この日は，子供のない若い嫁たちが臨水夫人廟に詣でて，子授か りを祈願し，神前の

花を…枝持ち帰った。これを請花という69)。これはおそらく，この一・月十五日が新 しい生

命の授かるべき日という根柢の観念があ り，その上に作 り上げられた習俗なのであろう。

ちなみに，葉明生氏によると，上元は母親たちが自分のむすめの禳災納吉(婚 礼の吉凵を

相手方に知らせること)の ために臨水夫人に庇護を求める重要な日でもあり，この凵は事

実，福建とその周辺地区では最もだいじな 「母親節」 となっているという70)。

 こうした視点で朝鮮の上元のあそびをみるとき，そこでは女たちのあそびが少な くな

かったことが改めて注 目されよう。先にカンガンスウォッレ，ノッタリパプキを上げてお

いたが，これはいずれもr .元におこなわれた7D。 それはいずれも豊饒をよびこむと同時に，

女性たちが舞い踊ることで，共同体の活力を盛んにし，あわせてソ トからくる災厄を追い

やる力を持っていた72)。

 また，上元の夜，女性たちは相伴って橋渡 り(踏 橋)を した。これは中国の習俗を受け

継いでいて，朝鮮でも厄除けの儀として恒例の行事となっていた。ただ，それにはもっと

古層の行儀が伴っていたかもしれない。というのは，朝鮮朝前期に書かれた李碎光(1563

-1628)の 『芝峯類説』によると
，上元の夜の踏橋は前朝(高 麗朝)か らは じまっていて

「士女たちが列をなして夜に達 して も止 まらず，法官はこれを禁 じて捕 うるにいたった」

という。これをみると，少なくとも朝鮮朝のはじめごろまでは，上元の夜は男女の交歓の

場であり，それゆえに取 り締 まられたことがうかがわれる。

 中国と朝鮮の上元の夜について，より大 きな枠組でみるとき，エバーハル トの次の指摘

は示唆するところが大 きい。すなわち，瑶文化のもとに 「月舞」の項 目を立てて次のよう

にいう。

 満月の時，瑶族及び貴州，雲南，広西の同系種族の月の舞が行なわれる。この場におい

て，歌掛け，夜間舞踊，そ して非公式の結婚の取 り決めがある。これは豊饒の舞で，この

時，女達は，おそらく呪術的に，月に生えた不死の樹の授命種子によって身籠もる。

そ して， こ れ に つ づ け て 「苗 族 の 月 祭(跳 月)」 もあ げ， そ れ は 「苗 の 婚 儀 」 で も あ る と

す る73)。 跳 月 は跳 花 と もい い ， そ れ に は 穀 物 の 実 りへ の 期 待 もあ る74)。

 エ バ ー ハ ル トに よれ ば ， 月 の カ ミは 一般 に は 女 神 と され る が ， そ れ を 男 神 とす る伝 承 も

あ り， こ の ほ うが 先 行 して い た の だ が ， 中 国 の 高 文 化 が 成 立 して か らは 月 は 太 陽 の 下 に 位

置づ け られ ， 月 の カ ミは女 神 とな っ た とい う75)。そ の可 否 は わ た しに は わ か らな い76)が ，
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一・方で
，エバーハル トは月には桂の樹があり，それは月の舞および月が人に生命を与える

という信仰を伴 うともいっている77)。

 これらの観念の来歴はともかく，一月の満月のもとで女があそぶことは生命(赤 児)そ

して豊饒をもたらす という信仰が少数民族のあいだだけではなく，実は東シナ海周辺の地

域に広範に広がっていたことは確かであろう。

5.死 者 を弔 う

 中国南部における死者の弔いは道・iや法師，あるいは仏教の側の者が担い，巫覡の参与

は顕著ではないが，古琉球や朝鮮では民間の巫がこれを担当している。巫覡による弔いの

根柢にみられる観念では，死者の霊魂は川あるいは海を越えたところにいくのが普通で，

これは橋および船を媒介として往来する。

 これはおそらく女たちの世界観を反映したもので，その霊魂の媒介者はもとは巫女のい

つくカミ，しかも女神だったとおもわれる。朝鮮本土の死者霊儀礼でもっとも顕著な媒介

者は捨てられ姫である。これは巫女たちの祖神であるが，そのほかにも巫祖神としては王

女公心という名があげられる7死

 ところが，霊魂の媒介者としては使者なるモノも登場する。これは明らかに男で済州島

ではこの世の官僚があの世の差使(使 者)と なる長編の本縁譚が伝わる。おそらく使を男

とするのは中国南部の童占Lや法師に影響 されているのであろう。中国南部では，死者霊の

救済は，超度亡霊あるいは打城 とよばれる儀礼で代表されるが，これを担うのは童乱や紅

頭法師，あるいは道十である。そして，この儀を管掌するカミは東嶽大帝や鄂都大帝など

という男神で，女神の介在する余地はほとんどない。

 しかし，中国でも朝鮮でも男の使者だけでは霊魂は救済できない。橋または船が死者霊

の救済の儀には不可欠で，これが核心の役割を果たしている。打城では冥府の枉死城から

亡魂が解放されるところを視覚的な意味での核心儀礼とするなら，その後の過橋は観念的

な意味での核心儀礼といえるだろう。また台湾の七日ごとの葬礼でもこの過橋はおこなわ

れる。つまり，霊魂は橋を通過 してはじめて済度されるのである。

 朝鮮の死者霊儀礼は地方ごとに名称と祭儀内容が異なるが，いずれも橋 を通過すること

で特徴づけられる。それは通常，幅の広い木綿の橋(布 橋)で 表現 される。布橋の通過に

よる霊魂の済度は日本にもあって79)，おそらく東アジアに共通する観念であっただろう。

こうした観念がどこから生まれたのかは定かではないが，生命の居所が海の彼方にあると
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いう他界観とかかわ りがあるだろう。

 このことは，霊魂のもうひとつの媒介である船 とかかわる。橋 と船 とはかたちこそ異な

るが，いずれもこの世とあの世とをつなぐものである。船は古来，霊魂の乗 り物であった。

実際，朝鮮の死者霊儀礼であるオグクッでは龍船が拵えられて，亡魂はこれに乗ってあの

世入 りする。全羅道のシッキムクッでもかつては魂の乗 り物 ノクタンソクが橋の通過の際

に用いられた。

 中国でも船は神霊の乗 り物 としてさまざまな面にみられる。道教儀礼の搭橋の段では

神々が船に乗ってやってくることが絵で表される。また模造の船が家々の厄を載せて焼 き

払われることは中国全体でみ られる。これが もっとも大規模なかたちでみ られるのが王爺

の船で，今日，この船は 「代天巡狩」の王爺の乗 り物として天界と地上 を結ぶものとも

なっている80)。

 台湾の王爺の船や済州島の災厄払いの船は今日もなおみられるものであるが，かつては

これとはまた別に共同体の危機を救う船もやってきた。それは当然，神霊とともにやっ℃

くるもので， しかもその船にはサチが積まれていた。たとえば高麗時代の済州島の民謡に

は，飢饉にあたって青磁に白米を満載した船が到来することを希求したものがあった。も

との民謡は伝わらないが，高麗時代の李齊賢の 「耽羅謡」に漢詩で表現 されている。そこ

にはこの船をもたらすのが 「仙子」とある。仙子とは女の仙人という意味が第…義なので，

あるいは女神が共同体の危機を救 うという民謡があったのかもしれない81)。

 高麗後期の済州島には江南から実際に時折，宝船のごときものがやってきたのだと考え

たい。そこは近くもあ り，また，いくには非常に険難なコースでもあり，時にはまたそこ

から死体のようなかたちで流れ着 くものもあった。そこは現実の地であ り，また他界で

あった。

6. 海彼 か ら くる女神

 この世のソ トはあの世であ り，それがすなわち原初の他界であった。とするなら，他界

からの来訪者のうちに異様ないでたちのモノたちがいて，それがこの世の人びとの暮らし

の秩序と密接な関係を持っていることは当然のことである。実際，済州島に訪れるヨンガ

ムや朝鮮の村々にやって くる仮面の群れは水(海 ，川)を 越えて危機の共同体 を訪れるこ

とが本来のかたちであった82)。中国でも儺者の.・行は本源的にはムラやイエの救済のとき

にあたってやってきたものと考えられる83)。
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 ところで，こうした来訪者の姿は多 くは男をおもわせる。それには仮面の群れ，異装の

モノたちが男の芸能者により担われたということが大きく影響 しているだろう。これらが

なぜ男だけの集団に担われたのか，つまり芸能者はなぜ男なのか84)は大いに考えるべ き問

題である。それには巫俗の儀礼構造が関与 しているとおもわれるが，ここでは立ち人らな

い。

 ここでの問題は訪れてくるもののうちに女神がいて，この移動が東シナ海周辺の民俗世

界では重要な役割を果たしていただろうということである。福建の太姥山はひとつではな

く，各地にその伝承があった。これはこの女神およびそれをいつ く集団が移動して歩いた

ということであろう。この移動は何をものがたるのか。

 ひとつには霊験が確認されたためということがあげられる。たとえば臨水夫人陳靖姑は

福州の下渡あるいは古田中村で生まれたともいうが，この信仰は福建だけでなく浙江，江

西の各地にも広がっている。その移動の契機はおそらく雨乞い85)であろう。臨水夫人が移

動するに当たっては，安産 と子育ての霊験 もさることなが ら，何よりも命と引 き替えに竜

潭で雨乞いをし，その霊験があ らたかであったことが大きかったであろう。

 しか し，こうした現実的な利益があったために女神が移動 したとばか りはいえない。た

とえば明代の小説 『海遊記』では陳靖姑は閭山にい く途中，李三娘，林九娘という女性た

ちに会う。かれらはいずれも肉親の死を弔うべ く閭山にい く巫女たちである。ここでの女

神たちはいわば他界へ移動してい く。

 また媽祖については次のような広東の天妃廟の伝承が知られている。すなわち，

 毎年3月23日 に，天妃が南のほうに渡海すると，必ず北風が吹 く。渡海する者は皆

これをみまもる。この日は輿(広 東)の 海辺の地ではどこでも風雨にみまわれる(輿 中

見聞 巻五)86)

 この渡海は済州島のヨンドゥン神をおもわせる。済州島では陰暦の2月 にヨンドゥン ・

ハルマンという女神がきて帰っていく。実際，陰暦2月 ，3月 は東シナ海に激 しい風が吹

きぬけ雨も多いのだろう。いずれも風雨のいわれを女神の去来に関連づけている。こうし

た発想は，根柢を同じくするものであり，そこではカミの名前が違 うということはたいし

て問題 とならない。ここには自然の摂理を司るものが女神であ り，その女神の移動は風浪

を起こしもするということがみてとれる。

 ヨンドゥンや媽祖は訪れては去ってい くカミとされたが，移動 して根付 く女神もいた。
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日本の占代伝承にみられるアカルヒメは新羅からやってきてヒメコソ社にまつられた。こ

うした女神の移動はおよそ祭祀者の移動を伴っていたはずで，このことが劇的に表現され

たものが済州島のポンプリにはある。『兎山堂本縁譚』がそれで，ここにはまた女性たち

の独特の祖霊観がみてとれる87)。

7.祖 霊 再 考

 中国の宗族および朝鮮の両班支配体制 下における祖霊 とは，要するに族譜に名を記され

た一族の男性の霊魂であった。そして祖先崇拝 とは，これを礼儀に従って直系子孫がまつ

りつづけることとされ，それが家門の成員たる者の務めであった。男 も女 も，そこに何 ら

かのかたちで連なり，歴代の祖先の名を宣揚 し，できればみずからも英名を留めることが

生 き甲斐 とされた。 しかし，だれでもわかることだが，こうした祖先崇拝は女性にとって

はあとから強いられたものであり，元来，女性たちの持ち伝えた祖先観はまた別のところ

にあった。

 福建では，古来，蛇が祖先とされたことは，『説文解字』にすでに閲は 「東南の越で蛇

種な り」 とあ り，よく知られていた。実際，これを裏付ける蛇 と人間との共生のかたちは

中国全1：の習俗のなかでも特に目に付くものだといえる。もちろん，ここでも自蛇の精の

ような精霊があ り，これは人間生活にとってうっとうしいモノとされ，退治されるので，

必ずしも，蛇がプラスのイメージだけで受容されていたわけではないが，ただ，これも元

来は人をもって畏怖すべき蛇をまつったものと考えれば矛盾はしない。

 今凵なお，福建省南平の樟湖坂の蛇王宮では蠎蛇の精をまつっている。これは名高いも

ので，近年では観光化するきざしさえあるが，もとは閲江を生活基盤とする人びとにとっ

てたいへん重要なカミだった。エバーハルトによれば，一・般に江南では，蛇は富の象徴，

また銭の精霊とされたss>。これらのことは朝鮮南部の蛇神崇拝の来歴を考えるとき，たい

せつな視点を提供するだろう。

 済州島の蛇神崇拝は秋葉隆がはや くに指摘 した89)が，これに関 しては，兎山堂本縁譚を

ふ り返るとき，女性たちの祭祀行為と蛇体の女神の位置がよくみえて くる。それはもとも

と全羅南道錦城山の山神であった。そ して，そのカミの名は歴史的にい くども現れる。そ

れは荒ぶるカミで しかも蛇体の女神であった。忠烈王二年(1275)に は，巫に憑依 した。

そ して珍島と耽羅(済 州島)に 拠った三別抄を官軍が攻略する際に軍隊を助けたのに相応

のもてなしを受けていないと託宣 して荒んだso)。このカミは 「錦城大王」などともよばれ
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ていて(『 高麗史』列伝，沈謁)， 一見，男神のようにみえる。しかし，済州島のポンプリ

においては，それは 「三頭九尾の'大龍神」にして女神であった。

 この錦城山の龍神は羅州の牧使の命を受けた 「黄巾刺客」により断ち切 られ，錦城山の

拠点から追い出された9D。 しかし，このカミは 「月宮の侍女の如 き美女」 となって現れ，

済州島にはいる。ただしそこでも，はじめは相応のもてなしを受けなかった。そのために

荒んで呉氏や姜氏，韓氏のむすめにとりついた。やがて呉氏のむすめは悲惨な死を遂げる

ことになり，姜氏，韓氏のむすめは病みついた。巫病であろう。そこでクッをすると，よ

うや くこの女神の素性がわかった。

 これが兎山里に伝わるポンプリであるが，この最後のところで，注目すべきことがかた

られる。すなわち 「か くて其神位を神堂主人として祀 り，家に入 りては日月祖 .ヒとして祀

れば，秋夕の明月の如 き美容の孝女節婦 として，万人称讃しぬ」92)という。これはむすめ

ふた りが蛇神を 「祖先」としてまつったということだろう。そればかりか，ムラ人たちも

まつりだした。「やがて洞内の百姓達は先を争ひて其神位を祀 り」，さらに 「旌義万民達が

精一誠をこめて」 まつるようになった93)。

 こうした蛇体のカミは人格神 として変身すれば，それこそ媽祖や八幡のような国家から

顕彰されるカミにもなれたのか もしれないが，なにせ蛇体のままで信仰されたために朝鮮

の陸地部では立つ瀬がなくなっていった。ポンプリのなかで牧使が神威を認めず，敢然と

処断を命 じたのは古い蛇神に対する象徴的な行為であった。

 いずれにしても，済州島のポンプリには，女性たちのあいだで培われてきた祖先観が

はっきりとみてとれる。それは血縁の祖先とは別の，おそらくは古層の祖先観である。そ

してさらにいえば，朝鮮南部のイエでかつてかなり広 くまつ られた祖先壷94)などもその名

残とみるべ きものであろう。そこには血縁の祖先の位牌などはない。

8. ま と め

 8.1. は じめの女神 と生命の連鎖

 東シナ海周辺の地域で女性たちは長いこと，蛇や蛙あるいは花や草と根源的なつなが り

を持って生きていた。そして，そのことと密接な関連を持つのが，それらの根源にある生

命観であった。そこでは生命の花園が想定された。しかも，現実の花園がそうであるよう

に，根の弱った花，折れ曲がった花 もある。それらは，しかし，いずれも見捨てられるこ

とがなかった。できるならば，養分を与え根を強くし，活かそうとした。台湾の梗花楼は
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それを示 している。

 そ して，こうした生命観があったがゆえに，この地にはまた虫や猿などの動物の霊魂だ

けでなく，幼 くして死んだ り若 くして思いを残 して死んだ人間の各種の霊をいとおしむ，

あるいは畏れ敬う伝統が育まれた95)。田仲一成は江南の宗族の演劇において，不条理な死

を遂げた女の霊魂がいかに畏れられ，ものがたられてきたかを力説している96)。しかし，

これは，中国に限らない。朝鮮でもやは りそうであった。そして，その淵源を探るならば，

それは宗族の祖先観から生 じたものではな く，女たちの独特の祖先観，霊魂観からおのず

と浮かび上がって くるはずのものだったのである。

 女たちの祖霊は花や蛇などに結びつ くことがあったが，それらは個々別々に観じられて

いたのではない。それを統括するカミがいたであろう。それこそは，はじめの女神であっ

たといえるだろう。のちには道教の影響で中国でも朝鮮でも玉皇というカミが唱えられる

が，これは家父長の類比により巫歌に挿入されたにすぎない存在で，さほど個性的な働 き

をみせない。このことは巫俗の現場に臨んだ者ならばだれでも知っている。

 8.2.支 配 イデ オロギー と民俗世界 の秩序志 向 とのかかわ り

 以f：述べきたったことを踏まえて，東シナ海周辺の女性のカミゴ トの持つ意味をまとめ

ておきたい。

 第一に，東シナ海周辺の地域では，古来，それぞれのシマやクニに偉大なる女神がいた。

それは必ずしも大地母神としての属性だけではなく，宇宙あるいは山を支配する神であっ

ただろう。そこでは，動物や植物 との生命の連鎖があり，それはさまざまなかたちで表現

された。文身はその一例である。ところが，巫を媒介とすることによって，女神や精霊 と

のあいだで具体的であった人びとの表現が徐々に象徴化 されていく。

 第二に，この象徴化をさらに推 し進めたのが男性の祝あるいは後漢のときから顕著にな

る道教の担い手たちだった。そこでは身体動作の象徴化だけでなく文字による体系が周到

に築かれていく。それは同時に，具体的であったカミゴ トが内の祭儀 とソ トのあそびに分

化 していく過程でもあった。庶民相手の儀礼の場で，あの道士たちの眼前に置かれた難解

な科儀書をみると，わたしには千数百年の象徴化の精髄がここにあるとみえる。あの複雑

な文字の体系はいったい庶民にとって何なのか。 どんな意味があるのか。道教儀礼をみる

たびにそうおもう。そしてまた科儀書以前はどうだったのか と。

 第三に，こうした目で済州島の神房世界をみると，ふたつのことに気づ く。ひとつはこ

こでもかなり高度な象徴化がみ られること，これはけっして文字を知 らない巫女の出る幕
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ではない。神房には書物はないが，にもかかわらず，大神房の諳んじている膨大で組織

だった儀礼体系は無文字社会の産物とはとうていいえない。チョガムジェという名の請神

の儀ひとつ取 り上げてもそういえる97)。

 そしてもうひとつは，済州島の神房世界は参与する女性たちの潜在的な要求により絶え

ず原初のカミゴ トの世界に取 り戻されていくことである。このことは迎えあるいはあそび

という名の儀礼のなかで多数表現されているが，これは道教儀礼でいうならば，廟内の祭

儀に対する廟のソトのあそびに近いところがある。 しか し，それは独立 したあそびとして

は演じられない。

 第四に，先にあげた甫仙地区の北斗戯にも実は，同じようなことがみてとれる。これは，

もとは祭儀 と不可分のあそびであっただろう98)。しかし，幸か不幸か，現代中国では廟内

の儀礼は迷信 とされて押 さえ込 まれてきた。そしてまた道士を招けば費用 もかかることか

ら，甫田地区のムラの人びとは新 しい生命への願い，生長の願いを傀儡戯の奉納にだけ注

いだ。ところが，この傀儡戯が今度はまた祭祀を取 り込む傾向がある。今日，甫田では機

転のきく傀儡師は廟のウチとソトで簡単な儀礼をしてみせる。

 第五に，傀儡師をして祭儀に向かわせることは母親たちの潜在的な要求による取 り返 し

だということがいえる。さて，この要求は何を意味しているのか。そしてそこから何が生

まれてくるのか。ここから先はだれにもわからない。ただ，江南の民俗世界の歴史に学ぶ

ならばこんなことがいえるかもしれない。すなわち，経済的な裏付けがあるていど得 られ，

しか も一一方で世界秩序は動揺 しはじめている。そんななかで，ひとつの支配的なイデオロ

ギーが形成されていく。これは不可避である。ところが，そこからは落ちこぼれるものが

生 じる。これもまた必然である。そのとき，江南では仮面の群れが儺者として世に現れ，

それなりにひとつの秩序を形成しようとしたのである。

 中国では宋の時代にこんな現象がみられた。そこでは都市はいうまでもなく，根柢にあ

る民俗世界はひじょうに多彩であった。巫俗信仰があり，儺戯があり，農民たちによる音

楽のあそびがあった。そして同じようなことは高麗時代の朝鮮にもみ られた。芸能者クワ

ンデが歴史の表面に現れて きて，さまざまなレベルの儺を担った。さらに日本で も鎌倉か

ら室町にかけて田楽という音楽のあそびと猿楽者という名の芸能者の活躍がみられた。こ

れは中国における支配イデオロギー朱子学の形成と基底のところで通 じていたとみられる

のである。

 今 凵， 韓 国 の 農 村 部 ，特 に 「南 の 地 」99)の 近 代 化 の 速 度 は 速 く， 日本 と 同 様 ， 今 後 い

くらもたたないうちに，狭い意味の民俗世界は形骸化 してしまいそうな勢いである。 しか
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し，済州島や中国の南部，台湾の民俗 世界をみていると，そうとばかりもいえない。 とい

うのは，これらの地域では，かつては千年におよぶ朱子学支配のもとでも，また今ﾏ1で は，

情報技術を旗印にした新手の統治イデオロギーのもとでも，なおしたたかに巫俗 と祭祀芸

能が生き，かつ復興 しているioO)からである。そこに参加する女性たちの祈 りのカオは切

実である。そして，家計に気を遣いながらも 「新 しき年はよかれ」「この子の肥立ちこそ

よかれ」 として廟や堂に参 り施 しをする母親たちの健気な姿が消えない限り，その民俗世

界は残るであろう。

 現今のこの急速に画…化されていく社会に明るい展望はあまりえがけない。だが，地域

を対比させ，歴史をふ り返ると，いずれまた民俗世界が機能するのではないか，いや，そ

うでなければならないとおもわれる。まずは対照研究のための視点が必要である。そして，

その基軸は女神信仰にあると考える。
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10) 前引，比嘉康雄 『神 々の原郷久高島』.i一.巻，97頁 。

ll) 朝鮮 の古 来の 各種 の 女神 につ いて は，千 恵淑 「女性 神話研 究(1)： 大 母神 象徴 とそ の変

 容」『民俗研究』第1輯 ，安東大学民俗学研究所，1991年 が 手際 よ くまとめてい る。

12) 須永敬 厂神功 皇后 を く聖母〉 として祀る信仰」『宗教研究』三二四 号，2000年 参照，，

13) この問題はかつて 三品彰英が，海か ら くる母神 と御 子神 の型 として 追求 した ことが あるが，

 そ こでは 「は じめの 女神」 とい う視i`iはまった くなかった(.-三品彰 英 『増 補 日鮮神 話伝 説の

 研 究』三品彰 英論文集第 四巻，平 凡社，1972年 所収 の諸論考)。 三品 は，母rの か たちの 神あ

 るいは一}：を生む女神 とい う位相 か ら幽発 し， それに終始 したのであ るが， これは 日朝 間の文献

 神 話か らのみ立 論 していたこ との限界で もあろ う、
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10月 ネ リ ー ・ナ ウマ ン著 ， 野 村 伸 一・・檜 枝 陽 ・一郎 訳 『山 の神 』，言 叢 社 ，1994年 。

「古 田県 志 』 に よ る(前 引 ， 徐 暁 望 『福 建 民 間信 仰 源 流 』，267頁 。)。

前 引 ， 徐 暁 望 『福 建 民 間 信 仰 源 流 』，268-269頁 。

清 代 には 「閾 都 別 記 』 の なか で， こ の 女 神 の 縦 横 無 尽 の 活 躍 が 詳 細 に語 られ ， また 『臨 水 平

 妖伝』の ような書 も生 まれてい る(前 引，徐暁望 「福建民間信仰源流』，335頁)。

18)李 獻璋 『媽祖信仰の研究』，泰lll文物社，1979年 ，162頁 以 下参照。

19)前 引，李獻璋 「媽祖信仰の研究』，1979年 参照。

20) 葉明生は陳靖姑の信仰の拡大には宋代 にお ける仏教瑜伽 派 との習合 があ った とい う。す なわ

 ち宋 朝のは じめに巫覡の活動を禁if一.する動 きが み られ たが， これに応 じて巫師は生 き残 りのた

 めに仏教 の瑜 伽派を学んだ。瑜伽派 とは 「仏家 伏魔之一法」で もともと民 間の巫道 と融 合 しや

 すい ものであった(本 紀要掲載 論文，葉明生 「福建 女神陳靖姑 の信仰，宗教，祭祀，儀式 と傀

 儡戯 『妨娘伝』」 を参照 のこ と)。確 かに 「夫 人教」す なわ ち陳靖 姑信仰 に関 しては こう した宗

 教 的な背 景が 「お 墨付 き」 の役割 を果た したのであ ろう。 しか し，明清の時代 の数多 い女 神の

 創造 を瑜伽派や観 音との融合 だけで説 明するこ とはむず か しいであろ う。

21)前 引，徐 暁望 はそ の著書 の 各所 で この ことを述べ てい る(前 引，徐暁望 『福 建民 間 信仰 源

 流』，152頁 ほか)。 ただ し，なぜ 女性 の人格神が 宋代以降輩 出す ることになったのか は ト分 な

 説明が なされてい ない。徐暁望 は，人 間を 重視す る中原文化が 南方にお よんだ こと， また 人間

 を動物 よ り高 貴な もの とす る仏教の影響 を掲げ るが(前 引，徐 暁望 『福建民 間信仰源流』，284

 頁)， 女神の創出 を説明するには少 し間遠であ る。 これ には女性への規範の押 しつ けというこ と

 がかかわっているのではなかろ うか。す なわ ち新興 の朱子学 に よ りソ トか らウチへ押 し込め ら

 れた女性 たちのや り場 のない心 情が救済 を求め， こうしたかた ちで顕れた と考えるのであ る。

22) 前 引，徐 暁望 『福建民 間信仰源流 』，256頁 以下参照。

23) 男不 耕稼穡， 女不 専桑拓，内外悉 如男，遇合 多 自嫁，雲山恣歌 謡，湯池任騰籍，挿 花作牙儉，

 城 市称 雄 覇…愚 夫 与 庸 奴，低 頭 受 凌 辱，吾閲 自 如 此。前 引，徐 暁 望 『福 建 民 間 信 仰 源

 流』，264，258頁 参照。

24) 前引，徐暁望 「福建民 間信仰源流』，309頁 。

25) 前引，徐暁望 『福建民 間信仰源流』，309頁 。
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26)

27)

28)

29)

30)

31)

東 シナ海周辺 の女神信仰 とい う視点

前 弓L徐 暁望 「福 建民 間信 仰源流 』，309頁 。

前 引，徐 暁望 「福 建民 間信仰 源流 』，310頁 。

前 引，徐 暁望 『福建li問 信仰 源流 』，311頁 。

前 引，徐 暁望 『福建民 間信仰 源流 』，261頁 ，，

前 引，徐 暁望 「福建民 間信仰 源流』，262頁 。

金 用淑 「韓 国女俗 史」 『韓 国 文化 史大系IV』 風 俗 ・芸 術 史( .ヒ)，高 大民 族文 化研 究所 出 版

部 ，1970年 ，559-560頁 。 寡 婦 の 再 婚 の 自 山 は ， 朝 鮮 朝 末 期 の 改 革 「甲'r更 張 」(1894年)に

よ り法 的 に 認め られ る こ と に な っ た。

32)

33)

34)

35)

36)

37)

38)

前 引 ， 金 用 淑 「韓 国女 俗 史」，618頁 。

金 烈 圭 他17人 『韓 国 文 化 一IT”1』， 一 潮 閣 ，1989年 ， 「女性 」 の 項 ， 特 に47-54頁 参 照 ，，

宮 嶋 博 史 『両 班 』， 中央 公 論 社 ，1995年 ，162-163頁 。

前 引 ， 金 用 淑 「韓 国 女俗 史 」，620頁 。

前 引 ， 金 用 淑 「韓 国 女俗 史」，620頁 。

前 引 ， 金 川 淑 「韓 国 女俗 史 」，624頁 。

た とえ ば ， 可 児 弘 明 「ハ ンボ ウ行 商」 宮 田 登 編 集 『も の が た り凵 本 列 島 に 生 きた 人 た ち』8，

 岩波書店，2000年 所収 参照。

39)前 期，金用淑 「韓国 女俗史」，537頁 。

40) 筆者は，1970年 代 末に，慶 尚北道 高霊 郡安和洞 において当時60歳 前 後の農民 文相化氏 か ら

 体験 談 として きいた。

41) 中国南 部の少数民族(壮 族，黎 族，苗族，怖 依族，揺族，蔵族)に は 「不落 夫家」の習 いが

 あ り，また福 建では恵安県の漢族のあいだに 「長住娘 家」 がみ られた。いずれ も結婚後す ぐに

 嫁 人 りを しない婚姻で ある。清 水純 「福建 省漢族の特 殊 な婚 姻形態 」『日中 文化研究』4，勉 誠

 社 ，1993年 ，112頁 以F参 照。

42)拙 稿 「華蓋 その他」 「自然 と文 化』61，凵本ナシ ョナル トラス ト，1999年 参照。

43) 前引，徐暁望 『福建民 間信仰源流』，324頁 。

44)劉 枝 萬 「中国道教の祭 りと信仰』下，桜楓社 ，1984年 ，380頁 お よび拙稿 「台湾人の儀礼 と

 「物語」(二)」 「日f：[1紀要 ri語 ・文化 ・コ ミュニケーシ ョン』No.25， 慶應義塾 大学 日吉紀 要

 刊行委 員会，2000年 ，15頁 参照の こと。

45)前 引，拙稿 「台湾 人の儀礼 と 「物語」(一⇒」 にお けるカラー図版49，51を 参照 のこ と。

46)拙 稿 「済州島の ク ッの芸能性」鈴木jE崇 ・野村伸一編 「仮面 と巫俗 の研究』， 第 ・香房 ，1999

 年，219頁 ，246頁 以 下，338頁 参照。

47)担 い手の林俊輝道士 は 『梗 花膿科儀』 という科 儀書 を持 ってい た。従 って， この梗花膿 とい

 う語は台南の道{：の用語なの だが，他 嵩：にはみ られな い。劉枝 萬は，同 じ内容 の もの を 「進花

 園」の巫術 と一・般化 し， さ らに 「拱 花脚」 とい う語 を提示 した(前 引，劉枝 萬 『中国道教の祭

 りと信仰』下，381頁)。 ただ し，林俊輝は この語を用いない といった。

48) この儀礼の詳細は，拙 稿 「台湾人の儀礼 と 厂物語」(二)」 『日吉紀要 言語 ・文化 ・コ ミュニ

 ケー ション』No.25， 慶應義塾 大学 日吉紀要刊行委員会，2000年 参照。

49)新 婦 に子供 が授 かるこ とを祈願するので，当 日の 早朝な どに新郎の イエで短時間やる。

50)2000年9月12日 ，現地 で筆 者聞書。
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51) 葉 明生 「儀式与戯劇 一民 俗学 的考察」 「芸術論集』，福建 省芸術研究所 ，2000年 ，157-158頁 。

 また過 関の 事例の 詳細 は，葉明生 「寿寧：県下房村元宵 会 「請婆神過 関」」 『民俗 曲芸』 第90期 ，

 財団法 人施合鄭民俗 文化基金会，1994年 ，台北，193-246参 照。

52) 前引，葉明生 「福建女神陳靖姑の信仰，宗教，祭祀，儀式 と傀儡戯 『妨娘伝』」参照。

53) 同 ヒ 「臨水祖廟の祭祀儀式」「分宮の慶醺祭儀」の項参照。

54) 前引，拙稿 「済州 島の クッの芸 能性」鈴 木正崇 ・野村 伸…編 『仮 面と巫俗の研究』，214-220

 頁。

55) 二年に…回，旧暦 一/J{一日，福建省寿寧県.ド房村 でお こなわれる陳靖姑 の慶誕の ための傀儡

 戯のなかで，過関がおこなわれる。 この傀儡戯 は全体で四 日間 もかか るが，過関の儀そ の もの

 は三時間ほ どである。傀 儡すなわち陳靖姑や その部 ドの将 軍に よってお こなわれ る，独特 の も

 ので，女性 たちの期待 が もっ とも集 まる部分であ る。詳細 は前引，葉明 生 「福建 女神陳靖姑 の

 信仰 ，宗教 ，祭祀 ，儀式 と傀儡戯 「妨娘伝 』」 の 「四，村 落における慶誕儀 式 と妨娘 戯」 の項 を

 参照 のこと。

56) カンガンスウォッ レとノ ッリパプキ につ いては拙稿 「朝鮮 の女のあ そび」星 野紘 ・野村伸 ・

 編著 「歌 ・踊 り ・祈 りの アジア』，勉誠 出版，2000年 所収参照。

57) 「瓦踏遊び」(京 畿道利川)な どとい うの も同 じ(「朝鮮の郷上娯楽』調査資料 第四十七輯，朝

 鮮総督府，1941年 ，36頁 ほか)。

58)

59)

60)

61)

62)

63)

64)

伊 永 文 『宋 代 市民 生 活 』， 中 国 社 会 出 版 社 ，1999年 ，269頁 。

前 引 ， 伊 永 文 「宋 代 市民 生 活 』，274，276頁 。

前 引 ， 伊 永 文 『宋 代 市民 生 活 』，276頁 。

前 引 ， 伊 永 文 「宋 代 市 民 生 活 』，277頁 。

前 引 ， 伊 永 文 『宋 代 市民 生 活 』，278頁 。

前 引 ，伊 永 文 『宋 代 市 民 生 活 』，280頁 。

こ れ は た とえ ば ，廈 門 で み られ た 。 『廈 門志 』 に よれ ば ， 未 婚 の 少 女 た ち は 俗 称 「東：施 娘」 と

 よばれる紫姑 を まつ った。 またこの女の子た ちは他 人の野菜畑の蔬 菜や春帖 を偸 んで罵 られる

 と，後 日必ず 良縁 に出 会 うとい う (『中国 地方志民 俗 資料匯 編』華 東巻(ド)， 書 目文 献出 版

 社，1995年 ，1227頁)。 これ をみ ると紫姑 の祭祀 はよ き配偶者 に巡 り会 うことを含んでい たの

 で あろう。

65) 何綿 山 『閲文化概論』，北京大学 出版社，1996年 ，188頁 。

66) 陳耕 ・昊安輝 『廈門民俗』，鷺江出版社，1993年 ，118頁 。 なお，八 月の中秋の ときに， これ

 と同 じく婦 人た ちが，芋 を偸 むとい うの もある。 この ばあ いは月 下で煎 いて食べ る と男の 子が

 授 か る とい う(『崇 安 県 新志』 の歳 時民 俗 の 項，前 引， 『中 国地 方志 民 俗 資料 匯編 』華 東 巻

 (下)，1250頁 参照)。 上 元 と中秋の儀礼 は重 なるこ とがあ る。 この野 菜の類 いを儀 礼的 に盗 む

 こ とは朝鮮に もあって ソリとい う。た だ し，朝鮮 の ソリは女の 子の結婚 とは直接， 関係 がない。

67) 「乾 隆寧 徳県志 』に よる(前 引，『中国地方志民 俗資料匯編』華東巻(下)，1273頁)。

68) 前 引，『中国地 方志民俗 資料匯編 』華東巻(下)，1341頁 。

69) 『藤lil志』 による(前 引，『中国地 方志民 俗資料匯編』華 東巻(下)，1199頁)。 また八 月仲秋

 は臨水夫 人の命 凵といって，この ときに もやは り請花をおこなった(前 引，『中国地方志民 俗資

 料塵編』 華東 巻(卜)，1200頁)。

28



東 シナ海周辺の 女神信仰 とい う視点

70) 前 引，葉明 生 「福建 女神陳靖姑 の信仰 ，宗 教，祭祀，儀式 と傀儡戯 『妨娘伝』」参照。

71) カンガンスウ ォッレは 一般 には八 月秋 夕(十 五ll)の あ そび とみ られてい るが，上 元の とき

 にも広 くお こなわ れた。 た とえば，全羅 南道で は高興 ，宝城 ，和川頁，康津，潭 陽，長城，海 南，

 霊岩，莞 島でみ られ た(前 引 『朝鮮 の郷f：娯楽』参照)。 福 建の 「請花」 もそ うであるが，i一.元

 と秋 夕の習俗 は重 なる点が 多い。

72) この点 につ いて は，前引，拙稿 厂朝鮮の女 のあそび」星野紘 ・野 村伸 編 著 『歌 ・踊 り ・祈

 りの アジア』，321頁 参照。

73)

74)

75)

76)

W.エ バ ー ハ ル ト， 白鳥 芳 郎 監 訳 『i{i代中 国 の 地 方文 化 』， 六 興 出版 ，1987年 ，90頁 。

拙 稿 「跳 花 」 「日吉 紀 要 言語 ・文 化 ・コ ミュニ ケー シ ョン』No.10，1992年 ，12頁 参 照

前 引 ，W.エ バ ー ハ ル ト， 白 鳥 芳 郎 監 訳 『占代 中 国 の 地 方 文化 』，88頁 。

た だ ， 雲 南 の 少 数 民 族 の あ い だ で は 太 陽 を偉 大 な る 女 神 と し， 月 は ， 男 性 太陽 の 変 身 した も

  の としてかたる伝 承がある ことを考え ると(前 引，李r賢 「太陽 二女性 神話考一雲 南景頗族 の

 場 合」 『日中文化研 究』3，119，121頁 参照)， エバーハル トの仮設 に納 得のい く点 もあ る。 ちな

 み に 日本の月のカ ミはツ クヨミノ ミコ トでこれは アマ テラスの弟 である。実 は， この伝 承 は東

  アジアの古 層に連 なる ものであろ う。

77) 前引，W.エ バーハ ル ト， 白鳥 芳郎 監訳 『1}1代中国の地 方文化』，90頁 。

78) 赤松智城 ・秋 葉隆 「朝鮮 巫俗 の研究』下 巻，大 阪屋 號 占：店，1938年 ，第一・章参照。

79)た とえば111来重 「布橋 大灌頂 と白Ill行事」高瀬 重雄編 「白山 ・立 山と北 陸修験道』 山岳宗教

 史研究叢：書10， 名 著出版，1977年 所収参照。

80)王 爺祭祀の事例お よびその民俗が他 地域の船 の民 俗 とつ ながる ことへ の示唆 は，拙 稿 「台湾

 の訪れ神」星野紘 ・野村伸 一・編 著 「歌 ・踊 り ・祈 りの アジア』，勉誠 出版 ，2000年 参照 。

81) (原文)従 教壟麦倒離坡，亦任 丘麻生両岐，満載 育瓮兼 白米，北風仙 子望来時。 なお， 日本で

 は中世の芸能 とお もわれる翁語 りが知 られている。奥 三河 の田楽や花祭 の場 に登場 した来 訪者

 で，これは天竺 とい う他界か ら船 に乗 り， タカラを携 えや って きた。 そ して帰 りには災 いを持
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